
地味スゴ生きものファイル #1

データ 生
せ い

態
た い

春

冬

夏

秋アイガモ

除
じょ

草
そう

剤
ざい

をまいたり手で草をとったりするかわりにアイガモの力を借
か

りるのがアイガモ農
のう

法
ほう

だ。ところが最
さい

近
きん

は、アイガモのはたらきをまねたロ
ボットの開

かい

発
はつ

も進
すす

んでいる。ロボットは水
すい

面
めん

を走って水をにごらせることができるが、害
がい

虫
ちゅう

退
たい

治
じ

はできない。全
ぜん

部
ぶ

できるアイガモはえらい！

●卵
たまご

は28日でかえって、ひな鳥になる。
●田

た

植
う

えをしてから７～10日後、まわりを
囲
かこ

った田んぼに生後２週間前後のひな鳥を
放
はな

す。
●２か月ほど放

はな

し飼
が

いにして回
かい

収
しゅう

し、食肉に
　する。飛

と

べないアイガモが多く、放
はな

し飼
が

い
にしてもまずにげない。

分
ぶ ん

類
る い

分
ぶ ん

布
ぷ

環
か ん

境
きょう

食べ物

●鳥
ちょう

類
る い

 カモ目
●全

ぜ ん

国
こ く

各
か く

地
ち

●水田
●ウンカ、ヨコバイ、ジャン

ボタニシ（スクミリンゴガ
イ）、雑

ざ っ

草
そ う

など

全
ぜ ん

長
ちょう

 ● 導導導
ど う

入入
にゅうにゅう

時時時
じ

は体長20cmは体長20cmは体長20cmは体長20cmは体長20cm
ぐらい。ぐらい。ぐらい。成

せ いせ い

鳥鳥
ちょうちょうちょう

は50～80cmは50～80cmは50～80cmは50～80cmは50～80cm

助けてくれる
時期

雑
ざ っ

草
そ う

ムシャムシャムシャムシャムシャムシャ
害
が い

虫
ち ゅ う

パクリ。

害が

い 虫
ち ゅ

う

退
た い

治 じ

マ
ス タ ー

除
じ ょ

草
そ う

マ
ス タ ー

導
ど う

入
にゅう

時
じ

成
せ い

鳥
ちょう

豆
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　アイガモは春、ひなのうちに人が田んぼに放
はな

す。
田んぼに入るとウンカ、ヨコバイなどの害害

がい

虫虫
ちゅう

やや雑雑
ざっ

草草
そう

を食べを食べ、農
のう

家
か

がきらうジャンボタニシもえさにするジャンボタニシもえさにする。
　そうしたえさを求

もと

めて動
うご

きまわると水がにごり、
光がさえぎられることで雑雑

ざっ

草草
そう

の生生
せい

育育
いく

がが悪悪
わる

くなったくなった

り、り、抜抜
ぬ

けてけて浮浮
う

きき上上
あ

がったりするがったりする。
　えさを食べればふんふんを出す。するとそれが肥肥

ひ

料料
りょう

にに
なって、なって、稲稲

いね

がよくがよく育育
そだ

つ。成
せい

長
ちょう

したアイガモは最
さい

終
しゅう

的
てき

に、食肉として人間が食べる。ごご飯飯
はん

とおかずが同時とおかずが同時
にに得得

え

られるられるのが「アイガモアイガモ農農
のう

法法
ほう

」のすばらしさだ。

ご飯
は ん

もおかずも同時にゲット

　アイガモは自
し

然
ぜん

界
かい

に存
そん

在
ざい

しない。野生のマガモと

アヒルを親にして生まれた鳥だからだ。しかし、ア

ヒルはマガモの改
かい

良
りょう

種
しゅ

なので、大きな意
い

味
み

ではマガ

モの一
いち

品
ひん

種
しゅ

となる。カルガモとアヒルの雑
ざっ

種
しゅ

も「ア

イガモ農
のう

法
ほう

」に用いることがある。

農
のう

業
ぎょう

以
い

外
がい

では、狩
か

りのときのおとりに利
り

用
よう

される。

近年は野
や

生
せい

化
か

したアイガモがふえ、ほかの野生ガモ

と血
ち

がまじることが心
しん

配
ぱい

されている。

両
りょう

親
し ん

はマガモとアヒル

ウリカワ

コナギ

セジロウンカ
ツマグロヨコバイトビイロウンカ 

マガモ アヒル

獲
え

物
もの

の害
がい

虫
ちゅう

を求
もと

めて泳
およ

ぐと
どろがまき上げられ、
雑
ざっ

草
そう

の生
せい

育
いく

がおさえられる。

害
がい

虫
ちゅう

退
たい

治
じ

と同時に草とり！おもなえさ

ジャンボタニシ

次つ
ぎ

の
ペ
ー
ジ
で
ア
イ
ガ
モ
大だ

い

活か
つ

躍や
く

！

スゴ
わざ

ここが
スゴい

!!ここが
スゴい

!!
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朱
と

鷺
き

と暮
く

らす郷
さと

蛍
ほたる

米
まい

ふゆみずたんぼ米

新
にい

潟
がた

県
けん

佐
さ

渡
ど

市

宮
みや

城
ぎ

県
けん

大
おお

崎
さき

市

千
ち

葉
ば

県
けん

東
とう

金
がね

市

神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

茅
ち

ヶ
が

崎
さき

市 トウキョウサンショウウオ米

湘
しょう

南
なん

タゲリ米

1

2

野
や

菜
さい

のハウス栽
さい

培
ばい

でやっかいな害
がい

虫
ちゅう

のひとつがアブ
ラムシだろう。放

ほう

っておくと短
たん

期
き

間
かん

でおどろくほど増
ふ

え、集
しゅう

団
だん

で作物の汁
しる

を吸
す

う。
　そこで活

かつ

躍
やく

するのがテントウムシだ。とことこ歩いとことこ歩い
てアブラムシを見つけ、てアブラムシを見つけ、次次

つぎ

からから次次
つぎ

へと食べていくへと食べていく。
　ところが、テントウムシを農

のう

業
ぎょう

で利
り

用
よう

しようとする
と、ちょっとだけ問

もん

題
だい

がある。はねがあるから、どこ
かへ行きたいと思ったら、勝

かっ

手
て

に飛
と

んでいく。そうな
ると、栽

さい

培
ばい

する作物のアブラムシが退
たい

治
じ

できない。そ
れならと、遺

い

伝
でん

的
てき

に飛
と

ぶことができないテントウムシ
を大

たい

量
りょう

に増
ふ

やして販
はん

売
ばい

する会社もあらわれた。

千
ち

葉
ば

県
けん

立
りつ

農
のう

業
ぎょう

大
だい

学
がっ

校
こう

は、人
じん

工
こう

的
てき

な「飛飛
と

ばないテントばないテント
ウムシウムシ」を考えた。背

せ

中
なか

を樹
じゅ

脂
し

でとめ、その下にある
後ろばねが開

ひら

けないようにする。樹
じゅ

脂
し

は２か月もすれ
ば自

し

然
ぜん

にはがれるから、はねがはねが開開
ひら

かないかない一
いち

時時
じ

期期
き

だけ、だけ、
ハウスの中でアブラムシをやっつけてもらおうハウスの中でアブラムシをやっつけてもらおうという
発
はっ

想
そう

だ。一
いち

時
じ

的
てき

にテントウムシをコントロールするこ
とから、商

しょう

品
ひん

名
めい

は「テントロール」となった。

　「テントロール」にするのは、ナミテントウとナナナミテントウとナナ
ホシテントウホシテントウだ。どちらもパラフィン紙を針

はり

なしホチ
キスでとめた袋

ふくろ

に、10 匹
ぴき

ずつ入れて販
はん

売
ばい

する。農
のう

家
か

はその袋
ふくろ

をハウスに持
も

ちこみ、袋
ふくろ

の口を開
ひら

くだけ。ア

ハウスにとどまり大
だい

活
かつ

躍
やく

手間いらずで自
し

然
ぜん

にやさしい�

イチゴを守
ま も

る!!
飛
と

ばないテン
トウムシが

ま も

おもな地
ち

域
いき

生きもの
パワー
全
ぜん

開
かい

！！

袋
ふくろ

につめて出
しゅっ

荷
か

はねをとめる
テントウムシの背

せ

中
なか

の下には、
空を飛

と

ぶためのはねがある。
しばらくはハウスにとどまっ
てアブラムシを退

たい

治
じ

してほし
いので、はねが開

ひら

かないよう
に樹

じゅ

脂
し

でとめる。

はねをとめたテントウムシは、パラフィン
紙でつくった袋

ふくろ

に入れて農
のう

家
か

に届
とど

ける。針
はり

なしホチキスでとめているので袋
ふくろ

は自
し

然
ぜん

に
分
ぶん

解
かい

し、ハウスには何も残
のこ

らない。
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テントウムシがいないハウス

テントウムシを入れたハウス

ア
ブ
ラ
ム
シ
の
数
（
匹
）

ひ
き

3

ブラムシが多いところをねらい、１㎡当たり２匹
ひき

を目
め

安
やす

に放
はな

すのがこつだという。
　生きているテントウムシに働

はたら

いてもらうわけだから、
「テントロール」を使

つか

うハウスでは基
き

本
ほん

的
てき

に、農
のう

薬
やく

が
使
つか

えない。また、はねが広げられないため、ひっくり
返
かえ

ると自力では起
お

き上
あ

がれない。ハウスには、転
てん

倒
とう

時
じ

につかまる稲
いね

わらや麦わらを敷
し

いておく。
　「テントロール」の販

はん

売
ばい

は 2018 年に始
はじ

まったばか
りだが、これまでにイチゴ、ナス、ピーマン、バラな
どで使

し

用
よう

例
れい

がある。本来なら農農
のう

薬薬
やく

がまかれてがまかれて死死
し

んでいんでい
たかもしれないテントウムシのたかもしれないテントウムシの命命

いのち

をを救救
すく

い、そのい、その害害
がい

虫虫
ちゅう

駆駆
く

除除
じょ

パワーをパワーを一
いち

時時
じ

的的
てき

にに利利
り

用用
よう

するする。テントウムシを入れる
パラフィン紙の袋

ふくろ

は自
し

然
ぜん

に分
ぶん

解
かい

する。なんとも環
かん

境
きょう

に
やさしい天

てん

敵
てき

利
り

用
よう

法
ほう

といえそうだ。

イチゴハウスで大
だい

活
かつ

躍
やく

農
のう

家
か

に届
とど

いたテントウムシは、ハウスにとどまって
アブラムシを食べる。アブラムシが多いところに集

しゅう

中
ちゅう

的
てき

に使
つか

うのが、効
こう

果
か

的
てき

で上
じょう

手
ず

な使
つか

いかただ。

飛
と

ばないテントウムシを
放
はな

したハウスで育
そだ

てたイ
チゴからつくったジャム。
テントウムシがいれば農

のう

薬
やく

を使
つか

わないため、安
あん

全
ぜん

性
せい

がアピールできる。
（清水敏夫提供）

何もしないイチゴのハウスでは、アブラムシが日を追
お

って増
ふ

えていく。飛
と

ば
ないテントウムシを１㎡当たり２匹

ひき

放
はな

すと、１週間ほどでいなくなる。
（清水敏夫「飛翔制御したテントウムシによる病害虫防除の試み」科学技術教育 通巻 230 号）

販
はん

売
ばい

が始
はじ

まったころから「テントロール」を使
つか

って

いますが、アブラムシを減
へ

らすというより、被
ひ

害
がい

が広

がらない感
かん

じですね。だから、利
り

用
よう

は大
だい

成
せい

功
こう

です。

　毎年３月、アブラムシが発
はっ

生
せい

したころに 300 匹
ぴき

ほ

ど、ハウスに放
はな

します。入り口とか奥
おく

のほう、両
りょう

サイ

ドで増
ふ

えやすいから、そんなところをねらって

スポット的
てき

にね。それから収
しゅう

穫
かく

が終
お

わ

る５月半ばまで、ハウスで働
はたら

いてくれ

ます。自
し

然
ぜん

繁
はん

殖
しょく

もしているよう

ですよ。

飛
と

ばないテントウムシの効
こ う

果
か

千
ち

葉
ば

県
けん

東
とう

金
がね

市のイチゴ農
のう

家
か

土
ど

橋
ばし

三
さぶ

良
りょう

さん

テントウムシさん、
ありがとう！

アブラムシの増
ぞ う

殖
しょく

を

おさえてくれます！

わたしも

取
と

り組
く

んで
います！
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クローズ

アップ！

クローズ

アップ！
「生きものブランド米」
ってどんなもの？

全
ぜん

国
こく

各
かく

地
ち

で、田んぼに生
せい

息
そく

する生きものの
名前をつけた米が売られている。これらは「生
きものブランド米」と呼

よ

ばれる。

農
のう

薬
やく

の使
し

用
よう

をひかえ、自
し

然
ぜん

の生きものがく
らしやすい環

かん

境
きょう

で育
そだ

てた安
あん

全
ぜん

・安
あん

心
しん

の米とし

て人気が高い。おもなものをみてみよう。

魚のゆりかご水田米

コウノトリ育
はぐく

むお米

佐
さ

護
ご

ツシマヤマネコ米

石
いし

川
かわ

県
けん

小
こ

松
まつ

市

滋
し

賀
が

県
けん

兵
ひょう

庫
ご

県
けん

豊
とよ

岡
おか

市

長
なが

崎
さき

県
けん

対
つ し ま

馬市

琵
び

琶
わ

湖
こ

からさかのぼる魚が産
さん

卵
らん

し、稚
ち

魚
ぎょ

の育
そだ

つ田んぼで作られる米。水
すい

田
でん

魚
ぎょ

道
どう

を設
せっ

置
ち

し、除
じょ

草
そう

剤
ざい

を使
し

用
よう

しない田ん
ぼで栽

さい

培
ばい

される。この「魚のゆりかご
水田」でおこなわれる稲

いな

作
さく

などが、「森・
里・湖

うみ

に育
はぐく

まれる漁
ぎょ

業
ぎょう

と農
のう

業
ぎょう

が織
お

りな
す琵

び

琶
わ

湖
こ

システム」として 2022 年
に世

せ

界
かい

農
のう

業
ぎょう

遺
い

産
さん

に認
にん

定
てい

された。
（パールライス滋賀提供）

長
なが

崎
さき

県
けん

の対
つ し ま

馬にだけ生
せい

息
そく

するツシマヤマネコ。田んぼで
えさをとって子

こ

育
そだ

てをするため「田ネコ」とも呼
よ

ばれる。
この米を生

せい

産
さん

する農
のう

家
か

の人たちは、できるだけ農
のう

薬
やく

の使
し

用
よう

を減
へ

らし、水
すい

田
でん

魚
ぎょ

道
どう

の設
せっ

置
ち

や田んぼの生きもの調
ちょう

査
さ

な
どにも取り組んでいる。（佐護ヤマネコ稲作研究会提供）

国の特
とく

別
べつ

天
てん

然
ねん

記
き

念
ねん

物
ぶつ

・コウノトリの生
せい

息
そく

環
かん

境
きょう

を守
まも

る
ために生まれたブランド米。カエルやドジョウなど、
コウノトリのえさとなる生きものが育

そだ

つ田んぼにす
るため、「農

のう

薬
やく

に頼
たよ

らない強い米づくり」を合
あい

言
こと

葉
ば

に栽
さい

培
ばい

されている。（たじま農業協同組合提供）

46

日本の国
こく

内
ない

産
さん

トキは狩
しゅ

猟
りょう

や農
のう

薬
やく

散
さん

布
ぷ

などで数が
減
へ

り、2003年に絶
ぜつ

滅
めつ

した。その後、トキが再
ふたた

びすめる環
かん

境
きょう

をつくるために立ち上げたブラン
ド米。トキのえさとなる田んぼの生きものを育

はぐく

むよう、生
せい

物
ぶつ

多
た

様
よう

性
せい

に配
はい

慮
りょ

した農
のう

法
ほう

で作られる。

朱
と

鷺
き

と暮
く

らす郷
さと

蛍
ほたる

米
まい

ふゆみずたんぼ米

新
にい

潟
がた

県
けん

佐
さ

渡
ど

市

宮
みや

城
ぎ

県
けん

大
おお

崎
さき

市

千
ち

葉
ば

県
けん

東
とう

金
がね

市

神
か

奈
な

川
がわ

県
けん

茅
ち

ヶ
が

崎
さき

市

ホタルが飛
と

びかう山あい
の田んぼで栽

さい

培
ばい

される。
一
いっ

般
ぱん

的
てき

な米づくりよりも
農
のう

薬
やく

や化
か

学
がく

肥
ひ

料
りょう

の使
し

用
よう

を
減
へ

らしている。昼と夜の
気
き

温
おん

の差
さ

が大きいため、
味
あじ

のよい米となる。
（小松市農業協同組合提供）

（佐渡市提供）

冬
ふゆ

水
みず

田
た

んぼとは、冬の間も水をためた田んぼ。冬
場もイトミミズなどの生きものが増

ふ

え、渡
わた

り鳥
どり

の
えさ場となる。鳥たちが雑

ざっ

草
そう

を食べるので草とり
効
こう

果
か

が期
き

待
たい

でき、ふんは肥
ひ

料
りょう

になる。この米の産
さん

地
ち

である「蕪
かぶ

栗
くり

沼
ぬま

・周
しゅう

辺
へん

水
すい

田
でん

」は、水鳥の保
ほ

護
ご

を
目
もく

的
てき

としたラムサール条
じょう

約
やく

に登
とう

録
ろく

されている。
（たじり穂波公社提供）

トウキョウサンショウウオ米
2022 年に発

はつ

売
ばい

された新しいブランド米。絶
ぜつ

滅
めつ

が心
しん

配
ぱい

されるトウキョウサンショウウオの生
せい

息
そく

地
ち

で収
しゅう

穫
かく

される。地
ち

域
いき

の生
せい

産
さん

者
しゃ

や千
ち

葉
ば

県
けん

立
りつ

農
のう

業
ぎょう

大
だい

学
がっ

校
こう

の関
かん

係
けい

者
しゃ

が栽
さい

培
ばい

に取
と

り組
く

んでいる。
（千葉県立農業大学校提供）

湘
しょう

南
なん

タゲリ米
絶
ぜつ

滅
めつ

が心
しん

配
ぱい

される渡
わた

り鳥
どり

・タゲリの生
せい

息
そく

環
かん

境
きょう

を保
ほ

護
ご

するために生まれたブランド米。
農
のう

家
か

と市
し

民
みん

グループが協
きょう

力
りょく

し、水
すい

田
でん

魚
ぎょ

道
どう

や
ビオトープの設

せっ

置
ち

などに取り組んでいる。
（三翠会提供）
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